
会議記録（金富小学校学校運営協議会） 

令和５年度 第４回学校運営協議会 

日時 令和５年１０月２８日（土）１１時００分～１２時００分 

場所 金富小学校 ２階視聴覚室 

出席者 〇黒澤 俊二 〇枇杷阪 武 〇一樂 邦彦 〇津々良 恵理子 〇村越 義晴  
〇中嶋 春子 〇礒崎 啓太 〇辻 政弘  〇下山 良智   〇松本 正輝  
〇小山 一平 〇深水 豊  〇坂部 清明 〇岩﨑 政弘 

司会 黒澤 俊二 書記 副校長・室本 

報告事項 

① 区陸上記録会 
② 読書旬間 
③ 金富八景 
④ 展覧会実施計画             協議事項   道徳授業地区公開 
⑤ 就学時健康診断実施計画         （意見交換） 講座 
⑥ 授業改善プラン 
⑦ 全国学力学習状況調査結果概要 

概要 

〇議題についての報告 

１ 前回の会議記録を確認し、承認を頂いた。 

２ 校長より、運動会等、９・１０月の学校の様子について説明した。 

３ 報告事項について説明を行った。 

・授業改善推進プランについて、振り返りや検証をどう行うのか。 

→ワークテストや子ども達の学習状況の検証を年度末に行い、改善プランを見直す。PDCA サイク

ルに基づいて検証している。 

・全国学力学習状況調査結果概要について、子どもたちが夢をもてない原因は何か。 

→学校では、係活動や行事を通し、キャリアパスポートも活用し、ちょっと先の自分を考えさせて

いる。６年生は、将来の自分を見付けて、なりたい自分探しを総合的な学習の時間に行っている。

自分を振り返り自分の適性を見つめて自分の未来をつくっていく学習に取り組んでいる。将来の

夢については、保護者の考えもあるだろうが本人が選ぶ将来を考えてもらいたい。 

４「道徳地区公開講座授業参観・講演を聴いて」の意見交換 

・講演では、教室１つ１つをまわった視点による話があり、レベルの高い授業をしていることも分

かり保護者や教員には価値があった。しかし、我々地域の者としては、教科「道徳」となって今

までと何が違うのかといったことが知りたいポイントでもある。 

・道徳教育は人間関係の原点であり、しつけの原点である。原点を忘れるから将来を見い出せな

い。人間性、将来性を明るくする育て方をする時代となった。家の中で親が挨拶をしなければ学

校でも挨拶しない。 

・資料をみるとクラスによって課題や手法が違うのは何故か。 

→クラスの実態に応じた指導をしているので課題や手法が違う。 

・学校でやることは多く先生達は大変なんだろうと思う。 

→１つの資料を実態に応じて使えるようならまわして使えるようにはしている。先生達が大変に

なりすぎないように管理職でもセーブしていく。 

・特別な教科「道徳」となって変わった。道徳的価値をどう子ども達に気づかせるのかが大事だと

思う。 



 


